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内容の要旨及び審査の結果の要旨
腱炎の治療に遠心性運動の負荷が有効であるとの臨床報告が散見されるが,その有効性を実証した実
験的研究はない．そこで本研究では大腿四頭筋の遠心性運動と求心性運動が膝蓋腱の微細構造に与え
る影響を組織学的に比較検討することを目的とした．まず１２週齢のラットを用い,手術によって膝蓋
腱の内外側1/4ずつを切除して腱にかかる張力を2倍にした過負荷モデルを作製し,これに対して走行
負荷を行った．運動負荷には走行速度と傾斜角が調節可能な小動物用トレッドミルを使用し,手術を
施行したラットに対して大腿四頭筋の遠心性運動である下り坂走と求心性運動である上り坂走を負荷
した．走行は速度２０ｍ/分,傾斜１５度で150分間行い,膝蓋腱に生じた変化を光学顕微鏡を用いて検討
した．その結果,いずれの運動負荷を行った群にも腱の損傷が認められ,その形態は初期ジャンパー膝
の組織像と考えられる膠原線維間の解離と出血,および膠原線維の蛇行と微小断裂であった．また,こ
の腱損傷の発生率は遠心性運動を行った群で有意に高かったことから,遠心性運動はより高率に腱の
損傷を引き起こすことが示された．続いて両運動が腱の成熟過程に及ぼす影響を明らかにするため
に,７週齢の幼若ラットに対して速度15ｍ/分,傾斜１５度,30分間の下り坂走と上り坂走を毎曰負荷し，
膝蓋腱に生じた変化を電子顕微鏡で観察し,腱の横断面における膠原原線維の占める割合である面積
占有率,腱組織ｌ川１２あたりの膠原原線維の数,および膠原原線維の直径の分布を検討した．運動負荷
開始から５週間経過した時点で,両群ともに膠原原線維の面積占有率と単位面積あたりの膠原原線維
の数が運動を負荷しなかった群に比べて有意に増加したことから,両運動とも腱の超微細構造を密に
する効果があると考えた．さらに遠心性運動を行った群では,腱の修復に関与する小径の膠原原線維
が求心性運動を行った群および運動を負荷しなかった群に比較して有意に増加したことから,遠心性
運動は腱の修復過程を促進する可能性があると考えた遠心性運動の１１建炎に対する有効性の機序は全
く解明されていなかったが,今回の結果から遠心性運動は小径の膠原原線維を増加させることによっ
て,腱炎の再発率を低下させる有効な運動療法であると結論した以上の研究は,スポーツ障害におい
てよくみられる腱炎の治療と予防のうえで,貴重な示唆を与えるものであり,学位にふさわしい研究と
考える．
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